
（
１
）

道
宣
（
五
九
六
’
六
六
七
）
が
慈
忍
と
い
う
一
人
の
門
弟
に
宛
て
た
『
浄
心
誠
観
法
」
は
、
実
践
修
道
に
関
す
る
害
で
あ
り
、
律
の
紗
疏

類
や
史
伝
・
護
教
・
経
録
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
道
宣
の
著
作
中
の
い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
属
さ
な
い
異
色
の
書
と
い
え
る
。
こ
の

書
は
従
来
の
道
宣
研
究
の
中
で
部
分
的
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
修
行
の
全
体
像
や
そ
の
思
想
背
景
等
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分

な
解
明
に
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
こ
の
書
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
で
は
、
空
観
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
注
目
さ

（
２
）

れ
、
ま
た
坐
禅
俵
な
ど
に
天
台
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
他
に
も
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
特
に
『
浄
心
誠
観
法
」
は
、
題
字
が
象
徴
す
る
よ
う
に
「
浄
心
」
を
実
践
の
課
題
と
し
、
本
書
後
半
に
は
仏
性
具
有
の
観
察
を
勧

め
た
「
仏
性
篇
」
が
置
か
れ
る
な
ど
、
如
来
蔵
系
の
思
想
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
浄
心
誠
観
法
」
で
表

明
さ
れ
る
実
践
論
の
形
成
背
景
を
探
る
考
察
の
一
部
と
し
て
、
必
ず
し
も
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
性
・
如
来
蔵
思
想
と
の

（
３
）

関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
書
の
特
色
を
見
て
い
き
た
い
。

本
稿
の
論
述
に
際
し
て
は
、
は
じ
め
に
道
宣
自
ら
が
題
字
の
「
浄
心
」
の
語
義
を
解
釈
し
た
文
脈
を
検
討
し
、
「
浄
心
」
と
い
う
実
践

「
浄
心
誠
観
法
」
に
お
け
る
道
宣
の
実
践
論

Ｉ
如
来
蔵
思
想
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
Ｉ

は
じ
め
に

戸

次

顕
彰

、l
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ま
ず
『
浄
心
誠
観
法
」
に
お
け
る
「
浄
心
」
と
い
う
実
践
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
こ
こ
で
は
「
浄
心
誠
観
法
』
の
題
字
を
釈
す

る
「
五
字
釈
名
篇
第
こ
（
以
下
「
釈
名
篇
」
）
に
お
け
る
「
浄
心
」
の
語
に
関
す
る
道
宣
の
説
明
に
注
目
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
浄
心

誠
観
法
』
に
説
か
れ
る
修
行
が
何
を
目
指
す
も
の
な
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

課
題
と
修
行
階
位
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
次
に
『
浄
心
誠
観
法
」
全
体
の
中
で
如
来
蔵
思
想
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
箇
所
の
一
部
を
提
示

す
る
。
最
後
に
、
『
浄
心
誠
観
法
」
の
実
践
道
や
修
行
階
位
が
前
代
の
如
来
蔵
系
の
思
想
や
仏
典
と
関
連
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
た
め
の
試
論
と
し
て
、
『
大
乗
起
信
論
」
（
以
下
逼
信
論
」
）
と
の
類
似
性
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
探
っ
て
み
た
い
。

定
根
力
を
成
ず
。
④
其
の
三
賢
十
聖
無
垢
妙
覚
の
四
十
二
地
の
空
宗
の
真
理
は
、
唯
だ
影
像
の
麓
相
な
り
と
知
間
す
べ
し
。
下
地
の

垢
染
漸
く
減
し
、
心
転
た
明
浄
に
し
て
、
定
薑
を
発
生
し
、

土
浄
。
⑥
始
除
煩
悩
、
令
戒
清
浄
、
戒
既
完
具
、
定
復
清
浄
。
以
戒
定
浄
、
令
智
菫
浄
。
智
既
浄
已
、
顕
自
身
源
。
有
此
義
故
名
為

（
４
）

口
浄
心
。
已
下
諸
篇
、
治
過
錐
別
同
名
浄
心
。
〔
傍
線
は
筆
者
〕

（
浄
心
と
は
、
汝
が
現
行
の
煩
悩
諸
部
の
過
患
に
於
い
て
、
教
え
て
対
治
を
修
せ
し
め
、
汝
を
し
て
即
時
に
随
分
に
解
脱
せ
し
む
。

客
塵
晴
等
、
⑤
見
汝
身
中
少
分
仏
性
。
汝
可
飲
服
般
若
甘
露
、
洗
蕩
蓋
纒
、
漸
顕
浄
心
。
心
若
清
浄
令
衆
生
界
浄
、
衆
生
既
浄
則
仏

浄
信
心
、
趣
向
菩
提
種
性
住
処
。
②
以
今
微
因
、
後
感
当
果
。
是
故
教
汝
察
病
対
治
。
興
隆
功
業
、
③
修
入
信
境
、
成
決
定
根
力
。

浄
心
者
、
於
汝
現
行
煩
悩
諸
部
過
患
、
教
修
対
治
、
令
汝
即
時
随
分
解
脱
。
垢
染
漸
減
、
心
転
明
浄
、
発
生
定
菫
、
①
起
於
大
乗
清

凹
其
三
賢
十
聖
無
垢
妙
覚
四
十
二
地
空
宗
真
理
、
唯
可
知
間
影
像
鹿
相
。
下
地
凡
夫
力
所
未
及
、
亦
未
能
行
。
今
唯
使
汝
浄
除
業
鏡

の
微
因
を
以
て
、
後
に
当
果
を
感
ず
。

一
『
浄
心
誠
観
法
』
に
お
け
る
「
浄
心
」
と
い
う
実
践
課
題

、
定
薑
を
発
生
し
、
①
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
し
、
菩
提
種
性

是
の
故
に
汝
に
教
え
て
病
を
察
し
対
治
せ
し
む
。
功
業
を
興
隆
し

菩
提
種
性
の
住
処
に
趣
向
す

哩
信
境
に
修
入
し
、
決

④
〈
ブ
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こ
の
文
章
か
ら
は
、
道
宣
が
著
述
に
際
し
て
想
定
し
て
い
た
実
践
道
・
修
行
階
位
を
知
る
上
で
の
重
要
な
記
述
が
多
く
見
出
せ
る
。
以

下
に
そ
れ
ら
（
傍
線
部
①
か
ら
⑥
）
を
抜
き
出
し
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え
た
い
。
な
お
こ
の
文
章
中
の
末
尾
（
波
線
部
）
に
は
司
已
下

の
諸
篇
・
・
：
・
・
同
じ
く
浄
心
と
名
づ
く
」
と
あ
り
、
『
浄
心
誠
観
法
』
全
三
十
篇
で
説
か
れ
る
修
行
の
一
つ
一
つ
が
全
て
「
浄
心
」
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
浄
心
」
は
書
物
全
体
を
通
し
て
の
実
践
課
題
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
実
践
は
自
性
清
浄
心
の
立
場
か
ら
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

①
「
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
し
て
、
菩
提
種
性
の
住
処
に
趣
向
す
」

「
大
乗
清
浄
信
心
」
と
い
う
語
は
、
漢
訳
仏
典
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
例
え
ば
「
起
信
論
』
の
論
本
冒
頭
に
「
論
じ

（
５
）

て
曰
わ
く
、
法
有
り
て
能
く
摩
訶
桁
の
信
根
を
起
こ
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
こ
で
『
起
信
論
」
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
後
に
重
点
的
に
考
察
し
た
い
（
三
’
一
「
起
信
」
を
め
ぐ
っ
て
）
。
ま
た
「
菩
提
種
性
の
住
処
」
と
は
、
『
浄
心
誠
観
法
』
の

他
の
箇
所
で
道
宣
が
用
い
る
「
種
性
地
」
「
種
性
の
菩
薩
」
と
い
う
語
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
地
前
の
三
賢
位
に
相
当

身
中
の
少
分
の
仏
性
を
見
せ
し
む
。
汝
般
若
の
甘
露
を
飲
服
し
、
蓋
纒
を
洗
蕩
し
、

れ
ば
衆
生
界
を
し
て
浄
な
ら
し
め
、
衆
生
既
に
浄
ら
か
な
れ
ば
則
ち
仏
土
浄
し
。
↑

身
の
源
を
顕
わ
に
す
。
此
の
義
有
る
が
故
に
名
づ
け
て
浄
心
と
為
す
。
已
下
の
諸
篇
、
過
を
治
す
る
こ
と
別
な
り
と
雌
も
同
じ
く
浄

１
心
と
名
づ
く
。
）

凡
夫
の
力
未
だ
及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、

（
６
）

す
る
境
地
で
あ
る
。

ら
し
め
、
戒
既
に
完
具
せ
ぱ
、
定
復
た
清
浄
な
り
。
戒
定
浄
な
る
を
以
て
、
智
慧
を
し
て
浄
な
ら
し
め
、
智
既
に
浄
め
已
ら
ば

衆
生
既
に
浄
ら
か
な
れ
ば
則
ち
仏
土
浄
し
。
⑥
始
め
に
煩
悩
を
除
く
に
は
、
戒
を
し
て
清
浄
な

亦
た
未
だ
行
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
今
唯
だ
汝
を
し
て
業
鏡
客
塵
の
磑
等
を
浄
除
し
、
⑤
汝
が

般
若
の
甘
露
を
飲
服
し
、
蓋
纒
を
洗
蕩
し
、
漸
く
浄
心
を
顕
わ
に
す
べ
し
。
心
若
し
清
浄
な

く

；
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四
「
其
の
三
賢
十
聖
無
垢
妙
覚
の
四
十
二
地
の
空
宗
の
真
理
は
、
唯
だ
影
像
の
鹿
相
な
り
と
知
間
す
べ
し
。
下
地
の
凡
夫
の
力
未
だ

及
ば
ざ
る
所
に
し
て
、
亦
た
未
だ
行
ず
る
こ
と
能
わ
ず
」

こ
の
文
に
至
っ
て
よ
う
や
く
道
宣
の
想
定
し
て
い
た
菩
薩
の
階
位
が
四
十
二
位
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
浄
心
誠
観

（
９
）

法
」
の
別
の
箇
所
（
「
福
田
篤
第
二
十
九
」
）
で
も
「
菩
薩
の
別
行
、
前
後
の
階
位
は
、
華
厳
に
説
く
が
如
し
」
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で

道
宣
が
想
定
し
て
い
る
階
位
説
は
「
華
厳
経
』
等
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
こ
の
④
で
は
、
菩
薩
の
四
十
二
位
を

「
影
像
の
鹿
相
な
り
と
知
間
す
べ
し
」
と
述
べ
て
「
下
地
の
凡
夫
」
の
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
境
地
で
は
な
い
と
い
う
自
覚
を
読
者

⑤
「
信
境
に
修
入
し
、
決
定
根
力
を
成
ず
」

こ
の
文
の
解
釈
に
は
注
釈
害
を
依
用
し
た
い
。
『
発
真
紗
」
で
は
「
五
根
中
に
信
根
有
り
、
五
力
中
に
信
力
有
る
を
以
て
の
故
な

（
８
）

り
。
若
し
下
の
四
十
二
地
に
望
ま
ば
、
此
の
信
境
応
に
十
信
を
収
む
く
し
。
信
を
具
す
る
に
由
る
が
故
に
方
に
後
位
に
入
る
」
と
あ

る
。
つ
ま
り
五
十
二
位
説
で
考
え
る
と
、
「
信
境
に
修
入
」
す
る
と
は
、
十
信
中
の
修
行
と
そ
の
完
成
を
指
し
、
そ
の
完
成
の
後
に

信
根
・
信
力
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

②
「
今
の
微
因
を
以
て
、
後
に
当
果
を
感
ず
」

①
に
続
く
こ
の
文
で
は
、
「
今
の
微
因
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
浄
心
誠
観
法
」
に
示
し
た
修
行
が
長
い
仏
道
に
お
い
て
未
だ
最
初

の
方
の
段
階
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
「
微
因
」
の
完
成
に
よ
っ
て
後
に
仏
果
を
成
就
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宋
代
允

（
７
）

堪
二
○
○
五
’
一
○
六
一
）
の
注
釈
「
発
真
紗
」
は
「
微
因
と
は
通
じ
て
浄
心
を
指
す
。
当
果
と
は
総
じ
て
四
十
二
位
を
包
む
」
と

あ
る
よ
う
に
、
「
浄
心
誠
観
法
」
全
三
十
篇
が
通
じ
て
課
題
と
す
る
「
浄
心
」
の
修
行
が
「
微
因
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
当
果
」

が
四
十
二
位
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
五
十
二
の
菩
薩
の
階
位
に
当
て
れ
ば
「
微
因
」
は
住
前
の
十
信
位
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
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⑥
「
始
め
て
煩
悩
を
除
く
に
は
、
戒
を
し
て
清
浄
な
ら
し
め
、
戒
既
に
完
具
せ
ば
、
定
復
た
清
浄
な
り
。
戒
定
浄
な
る
を
以
て
、
智
慧
弱

⑤
「
汝
が
身
中
の
少
分
の
仏
性
を
見
せ
し
む
」

心
を
浄
め
る
た
め
に
客
塵
煩
悩
を
取
り
除
く
と
い
う
修
行
の
課
題
を
述
べ
た
前
文
（
「
業
鏡
客
塵
の
暗
等
を
浄
除
す
」
）
に
続
く
文

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
見
る
も
の
が
身
中
の
仏
性
で
あ
る
が
、
そ
の
仏
性
は
こ
こ
で
「
少
分
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
が
重
要

（
ｕ
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
般
浬
盤
経
』
「
如
来
性
品
」
で
「
是
く
の
如
く
菩
薩
は
位
十
地
に
階
す
る
も
尚
了
了
に
仏
性
を
知
見
せ
ず
」
と

（
吃
）

あ
り
、
そ
し
て
十
住
の
菩
薩
に
つ
い
て
は
「
如
来
性
に
於
い
て
少
分
を
知
見
す
」
等
と
説
か
れ
る
こ
と
と
相
応
し
て
い
る
。
こ
の
問

題
は
後
半
の
「
師
子
肌
菩
薩
品
」
に
至
っ
て
、
「
物
質
に
色
や
形
の
違
い
が
あ
っ
て
も
盲
者
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
実
際
に
は

（
週
）

色
や
形
が
あ
る
」
と
い
う
譽
嶮
に
続
け
て
「
仏
性
も
亦
爾
り
、
一
切
衆
生
見
る
こ
と
能
わ
ず
と
錐
も
、
十
住
の
菩
薩
は
少
分
を
見
、

（
皿
）

故
よ
り
如
来
は
全
見
す
。
十
住
の
菩
薩
所
見
の
仏
性
は
夜
に
色
を
見
る
が
如
し
。
如
来
の
所
見
は
昼
に
色
を
見
る
が
如
し
」
と
あ
り
、

仏
性
は
十
住
の
菩
薩
で
も
「
少
分
」
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
教
説
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
浬
藥
経
』

（
巧
）

所
説
の
「
十
住
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
十
地
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
「
少
分
の
仏
性
」
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
浄
心
誠
観
法
」
の
修
行
の
目
的
自
体
が
、
仏
果
で
は
な
く
「
浬
藥
経
」
所
説
の
「
十
住
」
以
前
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
が
こ
の
文
か
ら
確
認
で
き
る
。

に
促
し
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。
つ
ま
り
『
浄
心
誠
観
法
」
や
そ
の
読
者
の
課
題
は
住
前
の
信
の
完
成
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

り
、
初
住
に
至
っ
て
い
な
い
者
が
妄
り
に
上
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
を
先

の
①
「
起
大
乗
清
浄
信
心
」
と
絡
め
て
考
え
る
と
、
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
す
こ
と
は
三
賢
以
前
の
十
信
位
に
相
当
す
る
こ
と
に

（
い
）

な
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
凝
然
の
「
律
宗
綱
要
」
の
中
で
律
宗
の
修
行
階
位
を
述
べ
る
段
で
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。



次
に
仏
性
・
如
来
蔵
系
の
思
想
と
の
関
連
箇
所
を
中
心
に
『
浄
心
誠
観
法
』
を
概
観
し
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
全
体
の
概
要
を
示
し

後
に
、
道
宣
の
如
来
蔵
思
想
受
容
の
特
色
が
窺
え
る
い
く
つ
か
の
篇
を
取
り
上
げ
て
そ
の
特
徴
を
見
た
い
。

以
上
の
道
宣
の
記
述
に
基
づ
い
て
『
浄
心
誠
観
法
」
の
実
践
課
題
を
考
え
る
と
、
総
じ
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
「
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
す
」
（
前
掲
①
）
と
い
う
「
微
因
」
（
前
掲
②
）
の
完
成
に
よ
っ
て
「
決
定
根
力
を
成
」
（
前
掲
③
）
ず
る

と
い
う
修
行
の
流
れ
は
、
「
三
賢
十
聖
無
垢
妙
覚
の
四
十
二
位
」
（
前
掲
④
）
の
階
位
の
最
初
の
初
住
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な

ぜ
初
住
に
入
る
こ
と
が
重
要
な
の
か
と
い
う
と
、
先
（
前
掲
④
）
に
見
た
よ
う
に
道
宣
の
論
述
背
景
に
「
華
厳
経
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）

『
華
厳
経
」
は
「
梵
行
品
」
で
「
初
発
心
時
、
便
成
正
覚
」
と
説
い
て
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
修
道
論
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
経
典
で
あ

る
が
、
道
宣
の
場
合
に
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
想
像
で
き
る
。
但
し
道
宣
は
そ
の
影
響
下
に
あ
り
な
が
ら
も
「
初
発
心
住
」
と
も

呼
ば
れ
る
初
住
の
位
に
至
る
過
程
の
修
行
を
本
書
の
実
践
課
題
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

を
し
て
浄
な
ら
し
め
、
智
既
に
浄
め
已
ら
ば
、
自
身
の
源
を
顕
わ
に
す
」

こ
の
文
は
『
浄
心
誠
観
法
』
の
題
字
を
釈
す
る
「
釈
名
篇
」
の
中
で
「
浄
心
」
の
語
義
を
解
説
し
た
文
脈
の
末
尾
に
あ
り
、
『
維

摩
経
」
「
仏
国
品
」
の
「
心
浄
土
浄
」
説
に
続
い
た
文
で
あ
る
。
戒
定
慧
の
三
学
を
段
階
的
に
修
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
身

の
源
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
発
真
紗
』
は
こ
の
文
を
注
釈
す
る
際
、
『
起
信
論
』
「
解
釈
分
」
中
の
「
分

（
略
）

別
発
趣
道
相
」
に
お
け
る
「
方
便
行
」
に
関
す
る
問
答
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
問
答
は
如
来
蔵
思
想
に
お
け
る
修
行
の
意
義
を
考

え
る
上
で
重
要
な
の
で
後
に
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
（
三
’
三
「
方
便
行
」
を
め
ぐ
っ
て
）
が
、
内
容
と
し
て
は
、
一
切
が
真
如
で

あ
っ
て
も
善
行
・
方
便
行
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
「
大
摩
尼
宝
の
職
」
を
も
っ
て
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

｜
｜
「
浄
心
誠
観
法
」
に
見
ら
れ
る
如
来
蔵
思
想
の
受
容

、戸

乙、



「
浄
心
誠
観
法
」
は
、
先
に
見
た
「
釈
名
篇
」
を
第
一
と
し
て
全
三
十
篇
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
構
造
の
意
義
を
最
も
端
的
に

表
現
し
て
い
る
の
は
允
堪
の
「
発
真
紗
」
で
あ
り
、
「
始
め
小
乗
を
明
か
し
、
終
に
大
行
に
伸
ぶ
、
前
の
二
十
五
篇
は
自
利
を
彰
し
、
後

（
喝
）

の
四
篇
は
利
他
を
顕
す
、
群
経
を
括
総
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
書
に
は
始
め
に
小
乗
行
を
明
ら
か
に
し
、
漸

次
に
大
乗
の
利
他
行
へ
と
進
ん
で
い
く
道
程
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
道
宣
が
自
ら
の
仏
道
を
「
小
乗
行
」
「
声

聞
行
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
分
二
十
五
篇
で
は
持
戒
や
禅
観
の
実
践
が
随
所
に
強
く
勧
め
ら
れ
、
特
に
禅
観
に
お

い
て
は
五
停
心
観
や
四
念
処
・
九
次
第
定
な
ど
の
伝
統
的
観
法
が
重
要
な
実
践
と
し
て
複
数
の
篇
で
説
か
れ
て
お
り
、
允
堪
は
こ
の
点
を

「
小
乗
」
と
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
第
二
十
五
篇
か
ら
第
二
十
六
篇
に
至
る
箇
所
は
、
允
堪
も
述
べ
た
よ
う
に
小
行
か
ら
大
行
へ
と
移
行
す
る
転
換
点
と
な
っ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
中
序
」
に
相
当
す
る
よ
う
な
次
の
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
以
前
の
二
十
五
篇
が
「
自
利
行
」
で
、
第
二
十
六
篇
以
降
が
「
大
乗
利
他
の
行
」
で
あ
る
と
明
確
に
さ
れ
る
。
道
宣
の

、
、
（
釦
）

自
利
・
利
他
の
考
え
方
は
侶
頌
に
も
「
菩
薩
他
を
利
せ
ん
と
欲
さ
ば
／
徳
を
養
い
自
ら
先
に
利
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
自
利
を
行
じ

’
’
’
一
全
体
の
概
要

告
慈
忍
。
已
前
二
十
五
篇
、
対
治
諸
垢
煩
悩
業
、
浄
汝
身
心
。
心
既
浄
美
名
自
利
行
。
今
更
為
汝
略
説
大
乗
利
他
之
行
。
汝
可
順
菩

（
四
）

薩
道
、
自
他
倶
利
名
為
浄
心
。
自
除
垢
染
名
真
浄
心
。
自
利
利
他
名
広
大
浄
心
。

（
慈
忍
に
告
ぐ
。
已
前
の
二
十
五
篇
は
、
諸
垢
の
煩
悩
の
業
を
対
治
し
て
、
汝
の
身
心
を
浄
む
。
心
既
に
浄
む
る
を
自
利
行
と
名
づ

く
。
今
更
に
汝
の
為
に
大
乗
利
他
の
行
を
略
説
す
。
汝
菩
薩
道
に
順
ず
べ
し
、
自
他
倶
に
利
す
る
を
名
づ
け
て
浄
、
心
と
為
す
。
自
ら

垢
染
を
除
く
を
真
の
浄
心
と
名
づ
く
。
自
利
利
他
す
る
を
広
大
の
浄
心
と
名
づ
く
。
）

ワウ
白I



二
’
三
「
誠
観
善
悪
相
資
法
第
二
十
こ

次
に
真
と
妄
を
水
と
波
で
瞼
え
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
の
が
、
「
誠
観
善
悪
相
資
法
第
二
十
一
」
（
「
誠
め
て
善
悪
相
資
を
観
ぜ
し
む
る
法

第
二
十
こ
）
で
あ
る
。
本
篇
で
は
善
と
悪
、
仏
と
衆
生
と
の
相
関
関
係
（
相
資
）
が
論
じ
ら
れ
、
修
行
者
に
対
し
て
こ
れ
を
自
覚
・
観

二
’
二
「
誠
観
身
心
相
苦
悩
過
患
法
第
十
五
」

如
来
蔵
思
想
と
の
関
連
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
「
誠
観
身
心
相
苦
悩
過
患
法
第
十
五
」
（
「
誠
め
て
身
心
相
の
苦
悩
過
患
を
観
ぜ
し

む
る
法
第
十
五
」
）
で
あ
る
。
こ
の
篇
で
は
自
己
の
身
心
の
苦
悩
過
患
を
観
察
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
身
心
相
を
観
察

す
る
修
行
法
と
し
て
は
、
「
若
し
安
般
観
法
に
入
れ
ば
心
所
漸
く
息
み
、
乃
至
九
次
第
定
も
て
一
真
清
浄
心
中
に
還
帰
す
。
此
の
清
浄
心

（
幻
）

を
名
づ
け
て
仏
性
と
為
し
、
真
常
法
身
・
無
心
の
心
・
無
相
の
相
と
名
づ
く
」
と
あ
り
、
伝
統
的
な
仏
教
の
観
法
で
あ
る
安
般
観
法
（
数

息
観
）
と
九
次
第
定
の
実
践
が
勧
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
修
し
て
自
性
清
浄
心
に
還
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
道
宣
は
そ
の
清
浄
の
心
を

「
仏
性
」
や
真
実
・
常
住
の
「
法
身
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的
観
法
を
漸
次
に
実
践
す
る
点
が
こ
の
害
の
特
色
で
も
あ
る
が
、
本
篇

（
魂
）

で
は
偶
頌
に
「
定
を
專
ら
と
し
て
智
を
修
せ
ざ
れ
ぱ
／
小
乗
に
し
て
大
慧
に
非
ず
」
と
あ
り
、
こ
の
仏
道
が
大
乗
の
智
慧
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
る
。
道
宣
の
実
践
道
は
以
前
の
篇
か
ら
も
一
見
小
乗
的
な
禅
観
を
勧
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
目
指
す
境
地

は
仏
性
・
法
身
の
顕
現
で
あ
る
か
ら
大
乗
の
仏
道
と
し
て
説
か
れ
た
実
践
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
篇
で
明
確
と
な
る
。

て
か
ら
、
後
に
利
他
を
修
す
る
と
い
う
次
第
が
重
要
と
な
る
。
自
ら
の
諸
垢
を
取
り
除
く
と
い
う
「
浄
心
」
が
前
分
二
十
五
篇
の
課
題
で

あ
り
、
自
利
と
利
他
と
が
両
立
す
る
「
広
大
の
浄
心
」
が
後
分
の
実
践
課
題
と
な
る
。
こ
こ
に
は
自
利
行
を
完
成
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、

真
の
利
他
を
行
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
主
張
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
『
浄
心
誠
観
法
」
の
修
行
道
の
構
造
は
、
「
漸
」

の
立
場
で
の
段
階
的
な
修
行
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
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（
詔
）

察
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
道
宣
は
善
悪
の
問
題
に
つ
い
て
「
善
は
是
れ
諸
悪
の
師
、
悪
は
是
れ
万
善
の
資
な
り
」
と
述
べ
、
善
悪
の

不
離
を
説
く
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
『
発
真
紗
」
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
老
子
』
の
「
善
人
は
不
善
人
の
師
、
不
善
人
は
善
人
の
資
」
を

借
用
し
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
仏
典
で
は
「
維
摩
経
」
「
仏
道
品
」
の
高
原
陸
地
の
蓮
華
の
髻
嚥
な
ど
を
経
証
と
し
て
提

（
別
）

示
し
て
い
る
。
道
宣
の
論
述
に
は
「
一
切
諸
仏
は
皆
衆
生
に
因
り
て
仏
道
を
成
ず
。
．
…
・
・
又
一
切
衆
生
は
皆
仏
に
因
り
て
解
脱
を
得
る
」

と
あ
る
な
ど
、
善
悪
を
仏
と
衆
生
の
関
係
に
お
い
て
見
て
い
る
。
「
善
悪
相
資
」
に
関
す
る
道
宣
の
論
述
背
景
に
は
様
々
な
思
想
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
如
来
蔵
の
思
想
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
要
文
を
抜
粋
す
れ
ば
、
偶
頌
に
「
法
界
同
じ
く

（
泌
）

一
如
な
り
／
真
と
妄
は
水
と
波
の
共
な
る
が
ご
と
し
／
波
は
即
ち
是
れ
水
／
水
は
即
ち
是
れ
波
な
り
」
と
あ
る
。

二
－
四
「
誠
観
教
化
衆
生
法
第
一
一
十
七
」

次
に
真
如
と
方
便
・
言
説
の
関
係
を
説
い
て
い
る
箇
所
と
し
て
注
目
で
き
る
の
が
、
「
誠
観
教
化
衆
生
法
第
二
十
七
」
（
「
誠
め
て
衆
生

を
教
化
す
る
を
観
ぜ
し
む
る
法
第
二
十
七
」
）
で
あ
る
。
本
篇
は
本
書
全
体
を
自
利
・
利
他
で
見
た
場
合
に
利
他
行
に
相
当
す
る
後
半
に

位
置
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
勧
め
る
際
に
、
道
宣
は
「
真
空
の
理
に
住
し
て
、
語
断
の
行
減
す
。
江
河
の
万
流

（
恥
）

若
し
大
海
に
入
れ
ば
、
本
の
色
相
を
失
う
が
如
し
。
道
諦
の
縁
修
、
方
便
の
浄
法
も
、
亦
復
是
く
の
如
し
」
と
述
べ
、
真
空
の
理
に
住
す

る
と
い
う
大
乗
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
言
語
道
は
断
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
よ
る
ず
の
河
も
大
海
に
入
れ
ば
も
と
の

色
相
を
失
う
よ
う
に
、
縁
修
・
方
便
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
但
し
仏
果
を
得
た
後
に
は
捨
て
去
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

（
”
）

も
説
く
。
こ
の
こ
と
は
偶
頌
に
「
一
切
真
如
門
な
る
も
／
巧
に
方
便
を
用
い
て
起
こ
せ
」
と
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
。
こ
れ
は
「
発
真

（
記
）

紗
」
も
注
す
る
よ
う
に
、
例
え
ば
『
起
信
論
』
の
真
如
の
定
義
と
も
関
連
す
る
。
真
如
は
言
説
の
相
を
絶
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で

は
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
言
語
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
『
起
信
論
」
は
こ
れ
を
「
言
説
の
極
」
と
呼
ぶ
。
一
切
が
真
如
で
あ
っ
て

も
、
そ
こ
に
趣
入
す
る
際
に
は
巧
に
方
便
を
用
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
道
宜
の
意
趣
で
あ
る
。
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二
’
五
「
誠
観
仏
性
不
二
一
非
有
無
含
中
道
不
著
中
法
第
二
十
八
」

最
後
に
「
誠
観
仏
性
不
一
二
非
有
無
含
中
道
不
著
中
法
第
二
十
八
」
（
「
誠
め
て
仏
性
は
一
二
に
あ
ら
ず
有
無
に
非
ず
中
道
を
含
じ
て
中

に
著
せ
ざ
る
を
観
ぜ
し
む
る
法
第
二
十
八
」
）
を
見
た
い
。

（
鱒
）

道
宣
は
本
篇
冒
頭
で
「
既
に
道
心
を
発
し
、
復
た
自
他
利
す
れ
ば
、
須
ら
く
衆
生
に
同
じ
く
仏
性
有
り
と
知
る
べ
し
」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
菩
提
心
を
起
こ
し
て
衆
生
を
教
化
し
、
自
利
と
利
他
を
行
じ
た
後
に
、
本
篇
に
よ
っ
て
仏
性
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に

説
く
。
本
篇
で
は
仏
性
の
具
有
に
関
す
る
教
説
を
諸
仏
典
か
ら
集
め
て
、
そ
れ
ら
を
十
種
に
ま
と
め
上
げ
て
提
示
す
る
。
例
え
ば
第
一
に

は
「
生
死
の
煩
悩
は
真
性
よ
り
起
こ
れ
り
。
輪
え
ば
大
水
の
本
浄
く
湛
然
な
れ
ど
も
、
風
に
因
る
が
為
の
故
に
、
遂
に
波
動
を
生
じ
、
後

に
大
寒
に
因
り
、
乃
ち
氷
を
結
成
す
る
が
如
し
。
衆
生
の
仏
性
本
浄
な
る
も
、
水
有
り
て
覚
観
の
風
に
由
り
て
波
浪
の
生
死
あ
り
。
貧
愛

堅
固
な
れ
ば
煩
悩
の
氷
と
成
る
。
仏
性
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
さ
ば
、
慧
火
も
て
氷
を
融
か
し
、
禅
定
も
て
波
を
息
め
、
氷
・
液
・
波
止
め
ば
、

（
鋤
）

水
即
ち
清
浄
に
し
て
、
仏
性
影
現
す
」
と
あ
る
。
こ
の
前
半
部
分
は
風
と
波
に
よ
っ
て
生
死
の
迷
い
が
現
れ
る
と
い
う
『
起
信
論
」
の

「
水
波
の
聯
」
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
「
発
真
紗
」
も
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
起
信
論
に
云
わ
く
、
如
来
蔵
に
依
る
が

（
瓢
）

故
に
生
滅
心
有
り
」
と
あ
り
、
「
起
信
論
」
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。
但
し
、
大
寒
に
よ
っ
て
氷
と
な
る
と
い
う
点
な
ど
は
『
起
信
論
」
に

は
見
ら
れ
な
い
説
で
あ
り
、
他
の
教
説
を
加
味
さ
せ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
道
宣
が
自
ら
補
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

十
種
の
仏
性
説
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
仏
典
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
道
宣
に
よ
る
改
変
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
必
ず
し

も
出
典
を
明
確
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
十
種
は
数
多
の
仏
典
の
中
か
ら
仏
性
・
如
来
蔵
・
自
性
清
浄
心
に
関
す
る
教
説

を
収
集
・
整
理
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
十
種
の
中
の
第
七
に
は
「
仏
性
は
辺
・
中
道
に
非
ざ
る
も
の
是
れ
な
り
。
衆

生
の
五
陰
は
仏
性
に
託
し
て
起
こ
る
が
故
に
非
断
と
名
づ
く
。
生
滅
し
て
幻
の
如
き
を
名
づ
け
て
非
常
と
為
す
。
人
は
五
陰
に
依
り
て
乃

（
鉈
）

ち
道
を
修
す
る
こ
と
を
得
る
。
陰
は
神
の
持
す
る
を
籍
り
て
、
方
に
能
く
存
立
す
」
と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
教
説
に
由
来
し
て
「
中
道
を

含
じ
て
中
に
著
せ
ず
」
と
い
う
篇
題
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
性
は
確
か
に
衆
生
に
具
わ
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
そ
れ
を
実
態
視
し
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て
は
な
ら
ず
、
有
と
無
を
離
れ
、
辺
と
中
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
篇
題
の
由
来
で
あ
る
。

十
種
の
仏
性
説
を
提
示
し
た
後
、
本
篇
末
尾
に
は
「
仏
性
の
義
は
唯
だ
仏
の
み
ぞ
能
く
知
る
。
略
し
て
十
種
を
説
く
は
広
く
文
繁
を
恐

（
調
）

れ
て
な
り
。
汝
能
く
観
じ
解
す
る
を
真
の
浄
心
と
名
づ
く
」
と
結
び
、
仏
性
の
全
分
を
見
る
こ
と
は
仏
果
を
得
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
が
、
仏
性
が
具
有
し
て
い
る
と
い
う
教
説
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
観
察
・
理
解
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
偶
頌
に
は

（
弘
）
（
妬
）

「
戒
定
も
て
客
塵
を
除
き
／
即
ち
生
死
の
径
を
離
る
」
や
「
仏
性
を
知
ら
ん
と
欲
さ
ば
／
己
を
励
ま
し
八
正
を
修
す
」
と
あ
る
な
ど
、
戒

学
・
定
学
・
八
正
道
と
い
っ
た
実
践
が
同
時
に
課
題
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
篇
の
み
な
ら
ず

『
浄
心
誠
観
法
」
全
体
に
通
じ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
こ
の
修
行
道
は
仏
性
・
如
来
蔵
系
の
思
想
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
む
し
ろ
そ
の

仏
性
を
顕
現
さ
せ
る
た
め
に
修
行
を
強
く
勧
め
る
と
い
う
点
に
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
先
に
も
見
た
よ
う
な
「
唯
だ
仏

の
み
ぞ
能
く
知
る
」
と
い
う
仏
性
義
の
難
解
さ
と
そ
の
顕
現
に
至
る
ま
で
の
困
難
な
道
の
り
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
本
篇
の
偶
頌
の
特
色
を
述
べ
れ
ば
、
他
篇
で
は
五
言
句
の
偶
が
篇
末
に
付
随
し
て
論
述
内
容
を
再
説
し
た
い
わ
ゆ
る
「
重
頌
」
の

形
式
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
篇
の
み
五
言
句
の
偶
の
後
に
さ
ら
に
七
言
句
の
偶
が
付
随
し
て
い
て
他
篇
と
形
式
を
異
に
し
て
い

る
。
そ
の
七
言
句
の
偶
に
は
、
仏
性
に
関
す
る
道
宣
の
所
感
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
、
本
篇
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
か
っ

た
形
跡
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
言
の
修
行
道
の
目
的
が
「
自
身
の
源
を
顕
わ
に
す
」
（
前
掲
⑥
）
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
目
的
に

向
か
っ
て
段
階
的
に
心
を
浄
め
て
い
く
こ
と
が
「
浄
心
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
篇
こ
そ
こ
の
書
全
体
の
中
で
最
も
重
要

な
篇
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
そ
の
偶
の
一
部
を
提
示
し
た
い
。

も
と

初
め
て
道
意
を
発
し
道
を
走
り
筧
む
る
も

江
南
江
北
に
菩
提
を
求
め

身
外
に
寛
め
訪
い
既
に
疲
労
す

心
邪
曲
見
に
し
て
未
だ
正
直
な
ら
ず

菩
提
と
共
に
行
ず
る
も
相
識
ら
ず

一
処
に
思
い
を
静
め
頓
に
止
息
し
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こ
れ
ま
で
「
浄
心
」
の
語
義
と
、
仏
性
・
如
来
蔵
系
の
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
以
上
で
見
た
『
浄
心
誠
観
法
」
の

特
色
が
、
道
宣
の
前
代
に
広
ま
っ
て
い
た
思
想
と
ど
れ
ほ
ど
関
連
が
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
宣
の

実
践
観
の
背
景
と
し
て
の
如
来
蔵
思
想
を
検
討
す
る
に
は
、
五
世
紀
前
半
の
曇
無
識
訳
『
大
般
浬
梁
経
』
、
六
世
紀
初
頭
の
菩
提
流
支
・

勒
那
摩
提
ら
の
訳
出
経
論
、
六
世
紀
中
頃
の
真
諦
の
訳
出
経
論
、
そ
し
て
唯
識
と
如
来
蔵
を
取
り
込
ん
だ
地
論
・
摂
論
系
諸
師
の
教
理
と

の
関
連
な
ど
を
多
角
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
『
大
乗
起
信
論
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
逼
信
論
」

（
師
）

は
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
が
絶
え
な
い
が
、
六
世
紀
後
半
に
は
中
国
仏
教
界
に
広
ま
り
、
以
後
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
諭
書
で
あ
る
。
ま
た
宋
代
の
注
釈
家
允
堪
は
『
浄
心
誠
観
法
」
の
注
釈
に
際
し
て
「
起
信
論
』
を
多
く
引
用
す
る
と
い
う
例

も
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
『
起
信
論
」
と
の
関
連
性
を
一
つ
の
事
例
と
し
て
道
宣
と
前
代
仏
教
界
と
の
接
点
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

（
認
）

な
お
本
考
察
で
は
菩
薩
の
修
行
階
位
に
注
目
す
る
際
に
、
四
十
二
位
な
い
し
十
信
を
加
え
た
五
十
二
位
説
に
よ
っ
て
『
起
信
論
」
を
見

（
調
）

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
『
起
信
論
」
の
階
位
を
五
十
二
位
で
見
る
伝
統
的
解
釈
に
は
す
で
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
十
分
考
慮

こ
こ
で
は
道
宣
自
身
が
菩
提
に
向
か
っ
て
心
を
起
こ
し
て
各
地
に
仏
道
を
求
め
て
き
た
け
れ
ど
も
、
実
は
菩
提
は
身
外
で
は
な
く
身
中

に
具
わ
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
後
に
な
っ
て
知
っ
た
と
い
う
所
感
が
記
さ
れ
る
。
自
身
の
外
側
に
菩
提
を
求
め
て
徒
に
疲
労
し
た

が
、
あ
る
日
思
い
を
静
め
て
坐
禅
を
し
て
い
た
時
、
少
分
の
仏
性
を
覚
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
「
釈
名
篇
第
こ
に
お
い
て
耆

題
の
「
浄
心
」
の
語
義
を
示
す
際
、
慈
忍
に
対
し
て
「
汝
が
身
中
の
少
分
の
仏
性
を
見
せ
し
む
」
（
前
掲
⑤
）
と
述
べ
て
い
た
の
は
、
道
宣

自
身
の
体
験
を
門
弟
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
本
篇
の
こ
の
偶
頌
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

忽
然
と
し
て
醒
悟
し
少
分
を
覚
る

三
『
大
乗
起
信
論
』
を
事
例
と
し
た
場
合
の
修
行
道
の
類
似
性 （

鍋
）

乃
ち
知
り
ぬ
菩
提
は
身
中
に
匿
る
る
を
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（
妃
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
「
法
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
「
法
」
に
よ
っ
て
摩
訶
桁
の
信
根
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
そ
れ
故
こ
れ
か
ら
説

く
の
だ
と
い
う
根
本
動
機
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
「
信
根
」
を
起
こ
す
こ
と
が
仏
道
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

意
味
や
位
置
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
信
根
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
『
浄
影
疏
』
の
「
信
根
と
言
う
は
、
信
は
是
れ
諸
行
の
根

（
“
）

本
な
り
」
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
説
明
と
し
て
は
や
や
不
十
分
な
感
が
あ
る
。
一
方
『
賢
首
義
記
』
は
「
此
の
中
の
信
根
と
は
、
謂
わ

（
“
）

く
信
満
じ
て
住
に
入
れ
ば
根
を
成
じ
て
退
か
ず
」
と
解
釈
し
、
こ
れ
を
五
十
二
位
の
菩
薩
階
位
の
中
の
十
信
を
満
足
し
て
初
住
に
入
る
こ

三
’
一
「
起
信
」
を
め
ぐ
っ
て

『
浄
心
誠
観
法
』
に
お
け
る
「
信
」
に
つ
い
て
は
、
実
践
課
題
が
「
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
す
」
（
前
掲
①
）
、
「
信
境
に
修
入
し
、
決

定
根
力
を
成
ず
」
（
前
掲
③
）
等
と
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
す
で
に
見
た
。
一
方
『
起
信
論
」
も
こ
の
「
起
信
」
を
題
目
に
掲
げ
、
論
本

冒
頭
に
は
「
摩
訶
術
の
信
根
を
起
こ
す
」
と
あ
り
、
そ
し
て
後
半
に
は
「
修
行
信
心
分
」
と
い
う
一
篇
が
置
か
れ
て
い
て
、
「
信
」
を
課

（
鉛
）

題
と
し
た
諭
書
で
あ
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
「
信
」
を
め
ぐ
っ
て
「
起
信
論
」
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
『
起
信
論
」
の
論
本
は
次
の
文
に
よ
っ
て
始
ま
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
考
察
で
は
『
浄
心
誠
観
法
』
と
の
対
応
関
係
を
見
て
い
く
に
あ
た
り
、
道
宣
の
論
述
背
景
に
四
十
二

位
説
が
あ
る
こ
と
と
、
「
浄
心
誠
観
法
』
の
実
践
課
題
の
力
点
が
住
前
の
十
信
位
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
便
宜
上
「
賢

首
義
記
」
等
の
注
疏
に
依
り
な
が
ら
五
十
二
位
説
に
よ
っ
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
狐
）

論
日
、
有
法
能
起
摩
訶
桁
信
根
。
是
故
応
説
。

（
論
じ
て
曰
く
、
法
有
り
て
能
く
摩
訶
術
の
信
根
を
起
こ
す
。
是
の
故
に
応
に
説
く
べ
し
。
）
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と
を
意
味
す
る
と
述
べ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
「
海
東
疏
」
と
『
賢
首
義
記
」
は
、
論
の
題
目
の
「
起
信
」
と
、
こ
の
「
摩
訶
桁

（
媚
）

の
信
根
を
起
こ
す
」
と
は
同
義
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
は
重
要
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
『
起
信
論
』
は
実
践
課
題
と
し
て
の

眼
目
を
十
信
位
の
完
成
に
置
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
「
起
信
論
』
と
『
浄
心
誠
観
法
』
の
実
践
課
題
が
対
応
す
る
。
「
浄
心
誠
観
法
』
の
課
題
は
信
根
以
前
の
「
信
境
に
修
入
」
す

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
成
就
す
る
も
の
が
「
決
定
根
力
」
、
す
な
わ
ち
「
信
根
」
「
信
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
起
信
論
」
で
い
う
と
、

（
妬
）

「
修
行
信
心
分
」
の
冒
頭
に
「
未
だ
正
定
に
入
ら
ざ
る
衆
生
に
依
る
が
故
に
信
心
を
修
行
す
る
こ
と
を
説
く
」
と
あ
り
、
不
定
聚
の
衆
生

を
正
定
聚
に
入
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
信
心
の
修
行
を
説
い
て
い
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
「
修
行
信
心
分
」
の
修
行
を
完
成
さ
せ
る

（
卿
）

こ
と
に
よ
り
「
信
心
」
が
「
信
根
」
と
な
っ
て
「
正
定
聚
」
に
至
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

次
に
「
発
心
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
「
浄
心
誠
観
法
」
で
発
菩
提
心
が
勧
め
ら
れ
る
の
は
全
三
十
篇
中
の
第
二
十
六
篇
で
あ

り
、
こ
の
第
二
十
五
篇
と
第
二
十
六
篇
の
間
は
、
自
利
行
か
ら
大
乗
の
利
他
行
へ
と
進
ん
で
い
く
分
岐
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
先
に
見

た
。
「
浄
心
誠
観
法
」
は
発
心
以
前
の
修
行
に
多
く
の
分
量
を
費
や
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
蛤
）

ま
た
こ
の
「
菩
提
心
篇
第
二
十
六
」
で
は
、
「
六
度
を
修
行
し
、
三
空
門
を
修
す
。
是
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
成
仏
の
果
に
至
る
」
や

（
柏
）

「
常
に
六
度
を
行
じ
、
自
他
利
益
し
、
常
に
万
徳
を
修
し
、
無
上
菩
提
を
求
む
」
と
あ
る
な
ど
、
こ
の
篇
に
至
っ
て
漸
く
菩
薩
行
と
し
て

の
六
波
羅
蜜
（
六
度
）
の
実
践
が
説
か
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
篇
で
は
「
六
度
」
へ
の
言
及
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
発
菩
提
心
を
課

題
と
し
た
こ
の
第
二
十
六
篇
で
漸
く
「
六
度
」
や
「
菩
薩
戒
」
の
実
践
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
・

こ
の
「
発
心
」
「
六
波
羅
蜜
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
「
起
信
論
』
と
も
類
似
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
『
起
信
論
」
「
解
釈
分
」
の
「
分

別
発
趣
道
相
」
で
は
、
信
成
就
発
心
・
解
行
発
心
・
証
発
心
の
三
種
の
発
心
が
論
じ
ら
れ
る
。
『
起
信
論
」
は
「
解
釈
分
」
で
大
乗
の
理

三
’
二
「
発
心
」
を
め
ぐ
っ
て
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信
成
就
発
心
と
は
、
十
信
位
に
お
け
る
信
心
を
修
行
し
て
、
そ
れ
が
完
成
し
て
十
住
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
、
解
行
発
、
心
と
は
、
十
行

か
ら
十
廻
向
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
、
証
発
心
と
は
、
初
地
に
入
っ
て
十
地
に
至
る
ま
で
の
発
心
を
意
味
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
信
心
の

修
行
を
説
く
「
修
行
信
心
分
」
と
、
今
の
「
解
釈
分
」
の
三
種
の
発
心
と
が
、
修
行
階
位
の
上
で
明
確
に
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
信
心

を
修
行
し
て
い
く
こ
と
は
十
信
中
の
修
行
で
あ
る
が
、
発
心
は
そ
の
信
が
完
成
し
た
段
階
（
初
住
）
以
降
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
菩
薩
行
た
る
「
六
波
羅
蜜
」
に
つ
い
て
『
起
信
論
」
で
は
、
「
修
行
信
心
分
」
で
施
門
・
戒
門
・
忍
門
・
進

論
を
、
「
修
行
信
心
分
」
で
大
乗
の
実
践
を
説
く
と
普
通
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
ぜ
「
解
釈
分
」
で
発
心
が
問
題
と
な
る
の

か
、
ま
ず
こ
の
点
が
不
可
解
で
あ
る
。
し
か
し
注
釈
を
参
照
し
な
が
ら
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
、
菩
薩
の
階
位
に
当
て
は
め
て
次
の
よ
う

（
帥
）

に
解
釈
し
て
い
る
。
「
浄
影
疏
」
「
海
東
疏
」
は
省
略
す
る
が
、
今
そ
の
代
表
と
し
て
『
賢
首
義
記
」
を
挙
げ
た
い
。

（
信
成
就
発
心
と
は
、
位
十
住
に
在
り
て
、
兼
ね
て
十
信
を
取
る
。
十
信
の
位
の
中
に
、
信
心
を
修
習
し
成
就
し
て
、
決
定
心
を
発

し
、
即
ち
十
住
に
入
る
。
十
住
の
初
心
を
、
発
心
住
と
名
づ
く
。
即
ち
十
信
の
行
満
ず
る
を
、
信
成
就
し
て
十
住
の
初
に
進
入
す
と

名
づ
く
、
故
に
発
心
と
云
う
。
解
行
発
心
と
は
、
位
十
廻
向
に
在
り
て
、
兼
ね
て
十
行
を
取
る
。
十
行
の
位
の
中
に
、
能
く
法
空
を

解
し
、
順
じ
て
十
度
を
行
じ
、
行
成
じ
純
熟
し
て
、
迺
向
心
を
発
し
、
十
向
の
位
に
入
る
、
故
に
解
行
発
心
と
云
う
な
り
。
証
発
心

と
は
、
位
初
地
已
上
乃
至
十
地
に
在
り
。
前
の
二
は
是
れ
相
似
の
発
心
、
後
の
一
は
是
れ
真
実
の
発
心
な
り
。
）

信
成
就
発
心
者
、
位
在
十
住
、
兼
取
十
信
。
十
信
位
中
、
修
習
信
心
成
就
、
発
決
定
心
、
即
入
十
住
。
十
住
初
心
、
名
発
心
住
。
即

十
信
行
満
、
名
信
成
就
進
入
十
住
之
初
。
故
云
発
心
。
解
行
発
心
者
、
位
在
十
廻
向
、
兼
取
十
行
。
十
行
位
中
、
能
解
法
空
、
順
行

十
度
、
行
成
純
熟
、
発
廻
向
心
、
入
十
向
位
、
故
云
解
行
発
心
也
。
証
発
心
者
、
位
在
初
地
已
上
乃
至
十
地
。
前
二
是
相
似
発
心
、

（
団
）

後
一
是
真
実
発
心
へ
〕
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門
・
止
観
門
の
五
行
が
説
か
れ
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
禅
定
と
智
慧
を
止
観
に
集
約
し
て
い
る
点
を
除
い
て
、
一
応
六
波
羅

蜜
と
項
目
が
一
致
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
項
目
が
対
応
し
て
い
る
の
み
で
、
「
波
羅
蜜
」
と
表
現
さ
れ
て
い
な
い
点
に
注
意
を
要
す
る
。

『
起
信
論
」
は
同
じ
よ
う
な
行
で
も
発
心
以
前
の
「
修
行
信
心
分
」
の
行
に
つ
い
て
「
波
羅
蜜
」
と
表
現
し
て
い
な
い
。
で
は
、
『
起
信

論
』
で
「
波
羅
蜜
」
が
説
か
れ
る
の
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、
「
解
釈
分
」
中
の
「
分
別
発
趣
道
相
」
の
三
種
発
心
の
中
の
「
解
行
発
心
」

（
砲
）

の
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
よ
う
な
行
で
あ
っ
て
も
「
修
行
信
心
分
」
と
「
解
釈
分
」
と
で
は
対
象
と
す
る
菩
薩
の
階
位
が
異
な
っ

三
’
三
「
方
便
行
」
を
め
ぐ
っ
て

す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
浄
心
誠
観
法
」
は
菩
提
心
を
発
す
以
前
の
修
行
に
全
三
十
篇
中
の
二
十
五
篇
を
充
て
て
お
り
、
菩
薩
の

階
位
で
言
う
所
の
住
前
の
十
信
位
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
『
起
信
論
」
も
摩
訶
桁
の
信
根
を
起
こ
す
法
が
あ
る
か
ら
論
ず
る

と
冒
頭
で
表
明
さ
れ
、
発
心
以
前
の
修
行
を
説
く
「
修
行
信
心
分
」
に
一
篇
を
割
い
て
い
る
点
で
、
書
の
構
造
と
し
て
類
似
し
た
性
格
が

あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
両
害
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
実
践
観
の
背
景
に
は
方
便
行
を
重
視
す
る
と
い
う
共
通
し
た
側
面
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
「
浄
心
誠
観
法
」
と
「
起
信
論
」
と
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
方
便
行
の
考
え
方
を
検
討
し
て
み
た
い
。

方
便
行
を
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
直
ち
に
高
位
の
菩
薩
行
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
初
学
者
は
初
歩
的
な
修
行
を
地
道
か
つ
厳
格

に
修
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
浄
心
誠
観
法
』
に
こ
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
こ
と
は
、
菩
薩
の
四
十
二
位
を
「
影
像
の
鹿
相
」
（
前
掲

④
）
と
し
、
ま
た
自
利
か
ら
利
他
へ
と
行
が
移
行
す
る
第
二
十
六
篇
の
直
前
箇
所
に
も
「
自
ら
先
に
利
す
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
段
階
的
な
修
行
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
書
の
末
尾
に
も
こ
の
教
誠
を
託
し
た
門
弟
慈
忍
に
対
し
て

以
上
の
よ
う
に
、
『
起
信
論
」
と
「
浄
心
誠
観
法
』
に
お
け
る
発
心
や
六
波
羅
蜜
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
も
、
両
害
の
類
似
性
が
見
え
て

，
で
、
ワ
勾
○

の
箇
所
で
あ
る
。
（

（
唖
出

て
い
る
の
で
あ
る
。
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一
方
『
起
信
論
」
で
は
真
如
と
修
行
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
起
信
論
」
に
は
真
如
に
導
く
手
段
と
な

る
方
便
や
修
行
の
意
義
を
示
す
こ
と
に
配
盧
し
て
い
る
形
跡
が
あ
る
。
こ
の
点
を
以
下
に
見
て
い
き
た
い
。

（
弱
）

ま
ず
「
心
真
如
門
」
で
は
、
心
真
如
に
つ
い
て
「
即
ち
是
れ
一
法
界
・
大
総
相
・
法
門
の
体
な
り
」
と
い
う
難
解
な
語
句
に
よ
っ
て
説

明
を
開
始
し
、
心
真
如
は
妄
念
が
完
全
に
取
り
払
わ
れ
る
状
態
で
あ
る
か
ら
「
言
説
相
を
離
れ
、
名
字
相
を
離
れ
、
心
縁
相
を
離
れ

（
髄
）

…
。
：
」
と
説
明
さ
れ
て
、
言
語
に
よ
っ
て
表
現
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
『
起
信
論
」
は
「
謂
わ
く
言
説
の
極
、
言
に
因

（
印
）

り
て
言
を
遣
る
」
と
述
べ
、
言
語
に
よ
っ
て
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
来
は
言
語
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
苦
渋
の
表
現
を

あ
る
と
い
う
特
徴
が
分
か
る
（

こ
こ
で
は
、
千
初
ほ
ど
の
長
さ
の
あ
る
高
い
宝
台
に
は
一
段
一
段
の
階
梯
が
必
須
で
あ
り
、
ま
た
世
間
の
庶
民
が
皇
帝
の
印
章
（
国

璽
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
れ
ば
重
く
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
譽
愉
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
事
に
は
段
階
が
あ
っ
て

人
に
も
分
際
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
戒
・
定
を
学
ん
で
い
な
い
者
が
越
え
て
空
宗
を
学
ぶ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
誠
め

て
い
る
。
こ
の
文
章
は
書
物
全
体
の
末
尾
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
浄
心
誠
観
法
」
が
始
終
一
貫
し
て
段
階
的
修
道
を
説
く
害
で

念
を
押
す
か
の
よ
う
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

但
仏
法
大
海
、
無
智
莫
入
。
宝
台
千
初
、
非
階
莫
升
。
始
入
道
門
、
未
修
戒
定
、
越
学
空
宗
、
仏
不
随
喜
。
積
世
鄙
夫
、
靴
持
国
璽
、

（
別
）

王
若
見
者
、
必
当
重
罰
。
要
従
五
停
、
除
悩
証
聖
。

（
但
だ
仏
法
の
大
海
は
、
智
無
く
し
て
入
る
こ
と
莫
か
れ
。
宝
台
の
千
初
は
、
階
に
非
ざ
れ
ぱ
升
る
こ
と
莫
し
。
始
め
て
道
門
に

入
る
に
、
未
だ
戒
定
を
修
せ
ず
し
て
、
越
え
て
空
宗
を
学
ば
ば
、
仏
随
喜
せ
ず
。
積
世
の
鄙
夫
、
靴
ち
国
璽
を
持
ち
、
王
若
し
見
れ

ば
、
必
ず
重
罰
を
当
て
ん
。
要
ず
五
停
よ
り
、
悩
を
除
き
聖
を
証
す
。
）
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し
か
し
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
真
如
を
世
間
の
衆
生
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
仏
道
を
歩
む
べ
き
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
当
然

起
こ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
心
真
如
門
」
に
は
次
の
問
答
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

し
て
い
る
。

こ
の
問
答
は
前
段
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
言
説
相
」
「
名
字
相
」
「
心
縁
相
」
を
離
れ
た
も
の
が
真
如
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と

し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
説
」
と
「
念
」
と
い
う
営
み
に
よ
っ
て
生
き
る
衆
生
は
、
真
如
に
ど
の
よ
う
に
随
順
し
、
そ
し
て
得

入
す
べ
き
か
が
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
。
「
起
信
論
」
の
答
え
に
は
、
「
説
く
と
雌
も
」
「
念
ず
る
と
雌
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ひ
と
ま
ず

こ
の
よ
う
な
行
為
を
肯
定
し
た
上
で
、
実
に
は
「
能
説
・
可
説
」
「
能
念
・
可
念
」
が
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
「
随
順
」
で
あ
り
、
さ

ら
に
妄
念
か
ら
完
全
に
離
れ
た
状
態
が
「
得
入
」
で
あ
る
と
説
く
。
ち
な
み
に
後
の
『
起
信
論
」
注
釈
家
は
「
随
順
」
を
「
方
便
」
と
し
、

（
弱
）

「
得
入
」
を
「
正
観
」
と
言
い
換
え
て
解
釈
し
て
い
る
。
『
起
信
論
」
に
お
け
る
「
随
順
」
は
特
別
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
言
説
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
真
如
が
あ
る
と
い
う
教
説
を
承
け
た
上
で
、
言
語
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
衆
生
に
向
け
て
「
得
入
」
の

可
能
性
を
「
随
順
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
示
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
解
釈
分
」
の
分
別
発
趣
道
相
で
は
、
発
心
に
三
種
あ
る
と
し
て
「
信
成
就
発
心
」
「
解
行
発
心
」
「
証
発
、
心
」
を
説
く
が
、
「
信

問
日
、
若
如
是
義
者
、
諸
衆
生
等
、
云
何
随
順
而
能
得
入
。
答
日
、
若
知
一
切
法
雛
説
無
有
能
説
可
説
、
雌
念
亦
無
能
念
可
念
、
是

（
銘
）

名
随
順
。
若
離
於
念
名
為
得
入
。

（
問
う
て
曰
く
、
若
し
是
の
如
き
義
な
ら
ば
、
諸
の
衆
生
等
、
云
何
が
随
順
し
て
能
く
得
入
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
若
し
一
切
法

は
説
く
と
雌
も
能
説
・
可
説
有
る
こ
と
な
く
、
念
ず
る
と
雌
も
亦
た
能
念
・
可
念
無
し
と
知
ら
ば
、
是
れ
を
随
順
と
名
づ
く
。
若
し

念
を
離
る
れ
ば
名
づ
け
て
得
入
と
為
す
。
）
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成
就
発
心
」
に
は
次
の
問
答
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
質
問
は
、
先
に
見
た
「
心
真
如
門
」
に
お
け
る
「
一
法
界
」
「
大
総
相
」
等
の
真
如
の
定
義
を
承
け
て
、
法
界
一
相
で
あ
る

な
ら
た
だ
真
如
を
念
ず
る
の
み
で
十
分
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
諸
の
善
行
を
求
学
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
間
う
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
問

い
に
対
し
て
、
衆
生
の
真
如
法
は
本
よ
り
清
浄
で
あ
る
が
無
量
の
煩
悩
染
垢
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
大
摩
尼
宝
を
磨
い
て
清
浄
に
す
る

（
ａ
）

よ
う
に
、
方
便
を
も
っ
て
善
行
を
修
す
る
必
要
が
あ
る
と
答
え
る
。
『
起
信
論
』
は
一
切
法
が
悉
く
真
如
で
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
一
方
で

こ
の
問
答
は
方
便
行
の
意
義
を
明
確
に
説
い
て
い
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
答
は
前
掲
し
た
『
浄
心
誠
観
法
』
の
「
浄

（
舵
）

心
」
の
語
義
解
釈
の
中
で
、
「
自
身
の
源
を
顕
わ
に
す
」
（
前
掲
⑥
）
と
い
う
句
を
「
発
真
紗
」
が
注
釈
す
る
際
に
引
用
・
紹
介
し
て
お
り
、

（
帥
）

然
帰
順
真
如
法
故
。

問
日
、
上
説
法
界
一
相
、
仏
体
無
二
。
何
故
不
唯
念
真
如
、
復
仮
求
学
諸
善
之
行
。
答
日
、
髻
如
大
摩
尼
宝
、
体
性
明
浄
、
而
有
鉱

械
之
垢
。
若
人
錐
念
宝
性
、
不
以
方
便
種
種
磨
治
、
終
無
得
浄
。
如
是
衆
生
真
如
之
法
、
体
性
空
浄
、
而
有
無
量
煩
悩
染
垢
。
若
人

雌
念
真
如
、
不
以
方
便
種
種
重
修
、
亦
無
得
浄
。
以
垢
無
量
遍
一
切
法
故
、
修
一
切
善
行
、
以
為
対
治
。
若
人
修
行
一
切
善
法
、
自

（
問
う
て
曰
く
、
上
に
法
界
一
相
、
仏
体
無
二
と
説
く
。
何
の
故
に
唯
だ
真
如
を
念
ず
る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
復
た
諸
の
善
行
を
求

学
す
る
を
仮
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
書
え
ば
大
摩
尼
宝
の
、
体
性
明
浄
な
る
も
、
而
も
鉱
械
の
垢
有
る
が
如
し
。
若
し
人
宝
性
を
念

ず
る
と
雛
も
、
方
便
を
以
て
種
種
に
磨
治
せ
ざ
れ
ぱ
、
終
に
浄
を
得
る
こ
と
無
し
。
是
の
如
く
衆
生
の
真
如
の
法
も
、
体
性
空
浄
な

る
も
、
而
も
無
量
の
煩
悩
染
垢
有
り
。
若
し
人
真
如
を
念
ず
る
と
雌
も
、
方
便
を
以
て
種
種
に
重
修
せ
ざ
れ
ば
、
亦
た
浄
を
得
る
こ

と
無
し
。
垢
無
量
に
し
て
一
切
法
に
遍
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
一
切
の
善
行
を
修
し
、
以
て
対
治
と
為
す
。
若
し
人
一
切
の
善
法
を

修
行
せ
ば
、
自
然
に
真
如
法
に
帰
順
す
る
が
故
な
り
。
）
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重
視
す
る
と
い
う
実
践
観
が
あ
る
。

以
上
、
「
浄
心
誠
観
法
」
に
お
け
る
「
浄
心
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
の
考
察
を
起
点
と
し
て
、
道
宣
の
想
定
し
て
い
た
修
行
階
位
や

修
行
の
課
題
を
見
た
。
本
書
は
第
二
十
八
篇
の
偶
頌
に
「
忽
然
と
し
て
醒
悟
し
少
分
を
覚
る
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
道
宣
が
身
外
に
菩
提

を
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
実
は
菩
提
は
身
中
に
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
自
身
の
体
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
修
行
道
で
あ
る
。
こ
の
体

験
が
「
汝
が
身
中
の
少
分
の
仏
性
を
見
せ
し
む
」
（
前
掲
⑤
）
と
い
う
本
耆
の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
修
行
道
は
地
前
の
三
賢
位

に
趣
向
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
方
便
を
尊
重
し
つ
つ
段
階
的
に
向
上
す
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。

ま
た
本
考
察
の
最
後
に
は
、
前
代
の
諸
思
想
と
の
関
連
を
検
証
す
る
た
め
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
『
起
信
論
」
を
取
り
上
げ
、
構
造
や

課
題
に
類
似
し
た
性
格
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
起
信
」
「
発
心
」
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
共
通
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

そ
し
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
は
、
如
来
蔵
思
想
を
土
台
と
し
つ
つ
も
「
方
便
行
」
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

従
来
「
浄
心
誠
観
法
」
に
象
徴
さ
れ
る
道
宣
の
禅
観
は
「
漸
修
漸
悟
に
よ
る
小
乗
的
禅
観
を
超
克
し
た
も
の
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
し

（
“
）

て
注
目
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
道
宣
の
禅
観
の
背
景
に
は
大
乗
の
諸
思
想
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
但
し
以
上
の
考
察
で

見
た
よ
う
に
、
そ
の
修
行
道
は
始
終
一
貫
し
て
方
便
行
を
重
視
し
つ
つ
段
階
的
に
向
上
し
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
漸
修
」
を
基
調

と
し
て
い
る
点
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
『
浄
心
誠
観
法
」
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
道
宣
に
お
い
て
は
、
大
乗
・
小
乗
を

頓
・
漸
の
違
い
で
見
る
の
で
は
な
く
、
大
乗
に
立
脚
し
つ
つ
も
漸
の
立
場
で
修
行
道
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
「
方
便
行
」
を

道
宣
の
実
践
論
が
如
来
蔵
思
想
に
立
脚
し
つ
つ
も
方
便
行
を
重
視
す
る
姿
勢
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
「
方
便
」
の
重
視
は
如
来
蔵
系
の
論
書
と
し
て
知
ら
れ
る
「
起
信
論
」
に
も
内
在
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
起

信
論
」
は
真
如
を
説
明
す
る
際
に
言
説
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
論
じ
、
そ
の
体
得
に
は
「
随
順
」
の
意
義
を
示
す
な
ど
、
方
便
を
重

お
わ
り
に
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視
す
る
と
い
う
論
述
ス
タ
イ
ル
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
「
大
摩
尼
宝
の
職
」
の
よ
う
に
、
「
善
行
」
「
方
便
行
」
の
意
義
も
明
確
に
し
て
い

筆
者
は
以
上
の
考
察
か
ら
、
こ
れ
ら
を
自
ら
の
実
践
論
に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に
道
宣
の
如
来
蔵
思
想
受
容
の
特
色
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
「
如
来
蔵
」
と
い
う
思
想
に
基
づ
き
「
頓
悟
」
や
「
本
覚
」
と
い
う
実
践
道
が
形
成
さ
れ
て
き
た
流
れ
も
あ
る
。

し
か
し
同
じ
思
想
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
仏
道
を
構
築
し
た
動
向
が
道
宣
に
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

る

注（
１
）
慈
忍
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
未
・
允
堪
の
注
釈
『
発
真
紗
』
で
は
「
慈
忍
は
僧
伝
に
載
ら
ず
。
始
末
の
通
、
得
て
聞
く
こ
と
無
し
。

斯
れ
亦
た
実
に
行
あ
り
て
光
を
潜
め
、
高
く
し
て
名
あ
ら
ざ
る
の
士
な
り
」
（
卍
新
蟇
五
九
、
五
二
○
中
）
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
ち
な
み
に

こ
こ
で
の
「
実
行
潜
光
」
「
高
而
不
名
」
は
名
僧
で
は
な
く
高
僧
の
伝
を
載
録
す
る
と
い
う
撰
述
意
趣
を
述
べ
た
慧
皎
の
「
高
僧
伝
』
「
序
録
」

（
大
正
五
○
、
四
一
九
上
）
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
ま
た
藤
善
［
二
○
○
二
］
は
『
浄
心
誠
観
法
』
の
著
述
年
次
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
考
察

の
中
で
、
慈
忍
は
「
道
宣
が
河
北
、
山
西
を
巡
歴
す
る
間
に
師
事
し
た
門
弟
の
一
人
で
あ
り
、
道
宣
が
河
浜
よ
り
江
南
へ
下
る
際
に
別
れ
、
泰
山

の
霊
巌
寺
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
（
一
二
七
頁
）
と
推
定
す
る
。

（
２
）
「
浄
心
誠
観
法
』
に
お
け
る
思
想
・
実
践
の
形
成
背
景
を
探
っ
た
主
な
研
究
に
は
佐
藤
［
一
九
八
七
］
・
塩
入
［
二
○
○
五
］
・
鎌
田
［
一
九
六

七
］
が
あ
る
。
佐
藤
［
一
九
八
七
］
は
『
浄
心
誠
観
法
』
を
中
心
と
し
て
道
宣
の
禅
観
を
考
察
し
、
そ
の
「
む
す
び
」
に
お
い
て
「
大
乗
の
空
観

を
基
盤
と
し
た
論
理
構
造
は
、
前
代
の
慧
思
や
智
顎
の
思
想
的
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
七
○
頁
）
と
し
、
天
台
の
影
響
を
示
唆

す
る
。
ま
た
塩
入
［
二
○
○
五
］
は
、
「
浄
心
誠
観
法
」
の
坐
禅
儀
と
天
台
止
観
と
の
共
通
点
に
注
目
し
、
道
宣
に
天
台
の
影
響
が
あ
っ
た
可
能

性
を
推
測
す
る
。
ま
た
こ
の
研
究
の
特
色
は
北
朝
修
禅
者
と
の
関
係
を
考
察
し
た
点
に
も
あ
る
。
塩
入
は
北
朝
期
に
活
躍
し
た
僧
稠
ら
に
注
目
し

て
、
道
宣
の
師
の
智
首
が
僧
稠
や
そ
の
門
下
が
拠
点
と
し
た
雲
門
寺
に
入
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
四
念
処
な
ど
の
伝
統
的
禅
観
の
実
践
に
名

高
い
僧
稠
の
影
響
が
道
宣
に
あ
っ
た
可
能
性
も
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
鎌
田
［
一
九
六
七
］
は
法
蔵
撰
と
伝
え
ら
れ
る
『
妄
尽
還
源
観
」
と
の
関

連
か
ら
「
浄
心
誠
観
法
」
に
注
目
し
、
仏
性
説
に
関
し
て
「
こ
れ
は
浄
影
寺
慧
遠
の
真
性
縁
起
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
（
八
頁
）
と
推
測
す
る
。
ま
た
『
浄
心
誠
観
法
』
を
道
宣
著
作
中
の
観
門
の
書
と
し
て
注
目
し
、
そ
の
研
究
意
義
に
言
及
す
る
も
の
に
村
中
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（
Ｍ
）
大
正
一
二
、
五
二
五
中
。

（
７
」

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
吃
）

（
昭
）

（
４
）

（
５
）

へ
６
）

［
一
九
九
八
］
が
あ
る
。
村
中
は
唐
初
の
終
南
山
仏
教
に
注
目
し
、
杜
順
や
智
正
ら
に
よ
る
新
し
い
華
厳
学
と
、
道
宣
の
律
学
と
が
同
時
期
に
同

地
域
で
開
始
さ
れ
、
両
学
が
共
に
観
門
を
重
視
し
て
い
る
事
実
に
基
づ
き
「
道
宣
は
浄
心
誠
観
法
、
釈
門
帰
敬
儀
を
著
し
て
観
行
を
重
視
し
禅
観

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
」
（
四
○
二
頁
）
と
し
て
終
南
山
に
拠
点
を
置
い
た
道
宣
に
注
目
す
る
。

（
３
）
先
行
研
究
の
中
で
わ
ず
か
に
こ
の
領
域
に
言
及
し
た
も
の
に
平
川
［
一
九
九
己
が
あ
る
。
平
川
は
道
宣
に
お
け
る
『
法
華
経
」
の
影
響
関
係

を
考
察
し
、
こ
の
中
で
道
宣
の
教
理
形
成
の
背
景
に
悉
有
仏
性
や
自
性
清
浄
心
の
思
想
に
立
脚
し
た
面
が
あ
る
こ
と
を
関
連
と
し
て
指
摘
し
て
い

大
正
一
二
、
四
一
二
上
。

「
大
般
浬
藥
経
」
（
北
本
）
「
書
え
ば
色
法
に
青
黄
赤
白
の
異
、
長
短
質
像
有
り
と
雌
も
、
盲
者
は
見
ず
。
復
た
見
ず
と
雛
も
、
亦
た
青
黄
赤
白

長
短
質
像
無
し
と
言
う
を
得
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
盲
は
見
ず
と
雌
も
有
目
は
見
る
が
故
な
り
」
（
大
正
一
二
、
五
二
五
中
）
。

大
正
三
二
、
五
七
五
中
。

「
種
性
地
」
は
、
六
道
の
衆
生
の
因
果
を
観
察
す
る
こ
と
を
勧
め
た
本
耆
第
二
十
二
篇
の
偶
頌
に
「
因
果
を
信
ず
る
を
以
て
の
故
に
／
常
に
大

乗
法
を
聞
き
／
応
に
種
性
地
に
趣
く
く
し
／
勇
猛
の
心
も
て
怯
れ
る
こ
と
勿
れ
」
（
大
正
四
五
、
八
二
九
上
）
と
あ
っ
て
、
因
果
を
信
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
種
性
地
」
に
趣
く
と
さ
れ
る
。
『
発
真
紗
」
は
こ
の
箇
所
に
「
即
ち
大
乗
三
賢
位
已
去
」
（
卍
新
纂
五
九
、
五
六
○
下
’
五
六
一
上
）

と
注
釈
す
る
。
ま
た
「
種
性
の
菩
薩
」
は
、
道
宣
が
修
行
階
位
に
言
及
す
る
第
二
十
九
篇
で
、
阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
畔
支
仏
・
種
姓
の
菩
薩
・
十

地
の
菩
薩
・
満
十
地
の
菩
薩
と
い
う
次
第
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
種
性
の
菩
薩
」
は
地
前
の
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
発
真

紗
』
も
こ
の
箇
所
に
「
種
姓
菩
薩
は
即
ち
地
前
の
三
賢
位
な
り
」
（
卍
新
蟇
五
九
、
五
七
六
中
）
と
注
釈
す
る
。

る
（
二
○
三
頁
）
。

卍
新
纂
五
九
、
五
二
一

卍
新
墓
五
九
、
五
二
一

大
正
四
五
、
八
三
三
上

『
律
宗
綱
要
』
「
浄
心
和

大
正
一
二
、
四
二
下

大
正
四
五
、
八
一
九
下
。

「
浄
心
観
中
に
二

五
二
一
上
。

五
二
一
上
。

賢
已
前
を
『
大
乗
清
浄
の
信
心
を
起
こ
す
」
と
言
う
は
是
れ
十
信
な
り
」
（
大
正
七
四
、
一
三
上
）
。

八
二
九
上
）
と
あ
っ
て
、
因
果
を
信
じ
る
こ
と

〕
去
」
（
卍
新
纂
五
九
、
五
六
○
下
’
五
六
一
上
）

阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
畔
支
仏
・
種
姓
の
菩
薩
・
十

は
地
前
の
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
発
真

と
注
釈
す
る
。
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（
略
）

へ
７
－

／
「
１
人
ゞ

（
肥
）

（
田
）

、
、
ｌ
ノ
〆

（
副
｝

（
別
）

ヘ
ハ
ノ
ム
ー

ダ
の
／
］
、

（
路
）

（
鯉
）

、
戸
ｎ
Ｊ
一

戸
旬
／
白
』

へ
〈
価
〉
一

声
の
／
△
』

（
幻
）

（
銘
）

ヘ
ｎ
吋
〉
〆

一
句
乙
旦

（
釦
）

（
訓
）

（
認
）

（
認
）

へ
舟
４
入
一

一
〔
く
Ｊ
』

、
Ｆ
ハ
リ
ノ

ダ
ハ
ペ
リ
｝

（
粥
）

1反
LJ

『
浬
藥
経
」
の
「
十
住
」
が
「
十
地
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
文
脈
な
ど
か
ら
想
定
で
き
、
ま
た
「
新
国
訳
大
蔵
経
」
浬
藥
部
１
（
塚
本

磯
田
［
二
○
○
八
］
四
○
六
頁
の
補
注
２
）
も
い
わ
ゆ
る
「
十
地
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

「
起
信
論
』
（
大
正
三
二
、
五
八
○
下
）
、
『
発
真
紗
』
（
卍
新
慕
五
九
、
五
一
二
下
）
。

大大大大大卍大大卍大大大大大大大大大卍
正正正正正新正正新正正正正正正正正正新
四四四四四幕四四蟇四四四四四四四四四蟇
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
、、、、、九、、九、、、、、、、、、九
八八八八八、八八、八八八八八八八八八、
二二二二二五二二立二二二二二二二三三五
一一一一一一一一一一一

二二二二二七二二七二一八八八六六○○一

下下下下中四中中三上中中上上上上上上八
OOooo卜001－－OOOOOOO○0巾

「
起
信
論
』
（
大
正
三

大
正
九
、
四
四
九
下
。

五
七
三
上
。

五
七
四
上
。

１
匙
」
ｕ
ｌ
Ｏ

イn

1D



（
㈹
）
「
起
信
論
』
の
眼
目
が
「
修
行
信
心
分
」
に
あ
る
こ
と
も
夙
に
注
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
ば
柏
木
［
一
九
六
八
］
は
「
修
行
信

心
分
」
の
教
説
が
「
立
義
分
」
や
「
解
釈
分
」
と
比
べ
て
具
体
性
が
あ
り
日
常
的
行
為
の
心
構
え
に
ま
で
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
実

践
の
教
説
と
し
て
は
、
こ
の
修
行
信
心
分
の
中
に
こ
そ
論
自
身
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
六
二
頁
）
と
述
べ
る
。
竹
村

［
一
九
八
五
］
も
「
修
行
信
心
分
」
を
読
釈
す
る
そ
の
冒
頭
で
、
弓
大
乗
起
信
論
』
の
主
た
る
目
的
が
、
不
定
聚
の
者
を
正
定
聚
に
入
れ
る
た
め

の
「
起
信
」
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
こ
の
箇
所
こ
そ
最
も
重
要
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
」
（
四
四
六
頁
）
と
述
べ
る
。
さ
ら

に
石
井
［
二
○
○
四
］
は
、
『
起
信
論
』
の
文
体
を
分
析
し
た
結
果
、
前
半
が
梵
文
翻
訳
調
の
ご
つ
ご
つ
し
た
文
体
が
多
い
の
に
対
し
て
、
後
半

の
「
修
行
信
心
分
」
「
勧
修
利
益
分
」
の
文
体
は
四
字
句
の
傾
向
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
部
分
に
四
字
句
志
向
を
持
っ
た
中
国
人
僧
の
関

与
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て
石
井
は
先
述
の
柏
木
［
一
九
六
八
］
の
指
摘
も
踏
ま
え
つ
つ
、
「
修
行
信
心
分
こ
そ
が
、
「
起
信
論
』
の
眼

目
な
の
で
あ
る
」
（
三
六
頁
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
思
う
。

（
銘
）
中
国
仏
教
で
多
く
用
い
ら
れ
た
五
十
二
位
等
の
菩
薩
の
階
位
説
に
関
し
て
は
水
野
［
一
九
八
四
］
・
船
山
［
二
○
○
五
］
参
照
。
特
に
船
山

［
二
○
○
五
］
（
「
七
修
行
階
位
説
の
成
立
と
解
釈
の
諸
相
ｌ
そ
の
概
要
」
三
八
八
’
三
九
二
頁
）
は
、
中
国
に
お
け
る
五
十
二
位
説
の
成
立
や

展
開
の
過
程
を
明
示
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
研
究
で
あ
る
。

（
調
）
た
と
え
ば
宇
井
伯
寿
は
、
古
来
の
注
釈
書
の
解
釈
の
問
題
点
を
挙
げ
る
中
で
五
十
二
の
菩
薩
階
位
説
に
よ
る
解
釈
に
疑
義
を
呈
す
る
（
宇
井
・

高
崎
［
一
九
九
四
］
「
後
記
」
一
六
○
’
一
六
二
頁
参
照
）
。
同
様
に
柏
木
［
一
九
六
八
］
も
「
む
し
ろ
か
か
る
煩
瓊
な
菩
薩
階
位
を
避
け
る
立
場

が
起
信
論
の
趣
意
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
（
五
八
頁
）
と
述
べ
る
。
ま
た
『
起
信
論
」
の
階
位
説
や
そ
の
由
来
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
竹
村

（
師
）
「
起
信
論
」
成
立
に
関
し
て
は
大
き
く
イ
ン
ド
撰
述
説
と
中
国
撰
述
説
が
あ
り
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
近
代
に
お
け
る
諸
学
説

を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
柏
木
［
一
九
八
己
（
一
四
四
’
一
八
二
頁
）
参
照
。
こ
の
中
で
柏
木
自
身
は
「
起
信
論
」
を
「
イ
ン
ド
仏
教
思

潮
の
直
接
の
延
長
線
上
に
お
い
て
そ
の
理
論
が
構
築
さ
れ
」
（
一
八
二
頁
）
た
も
の
と
し
て
見
定
め
、
ま
た
「
訳
出
の
状
況
に
関
し
て
は
、
訳
出

者
の
調
出
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
中
国
仏
教
者
を
含
め
た
訳
出
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
か
な
り
手
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
存
テ
キ
ス

ト
が
成
立
し
た
」
（
一
八
二
頁
）
と
推
定
し
て
い
る
。
な
お
そ
の
後
の
主
要
な
議
論
と
し
て
は
、
竹
村
［
一
九
八
五
］
［
一
九
九
○
］
な
ど
に
よ
る

中
国
北
地
の
菩
提
流
支
ら
地
論
宗
周
辺
で
成
立
し
た
と
い
う
説
、
荒
牧
［
二
○
○
○
］
に
よ
る
曇
延
撰
述
説
、
織
田
［
二
○
○
二
］
の
中
国
撰
述

説
否
定
論
な
ど
が
あ
る
。

［
一
九
八
七
］
参
照
。
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（
似
）
大
正
三
二
、
五
七
五
中
。

（
蝿
）
こ
こ
で
の
「
法
」
の
解
釈
は
三
疏
問
で
若
干
異
な
る
が
、
集
約
す
れ
ば
お
よ
そ
一
心
・
二
門
・
三
大
に
象
徴
さ
れ
る
『
起
信
論
」
の
所
説
を
指

す
で
あ
ろ
う
。
「
浄
影
疏
』
は
「
「
有
法
』
と
言
う
は
、
是
れ
所
説
の
法
な
り
。
謂
わ
く
七
八
識
な
り
」
（
大
正
四
四
、
一
七
七
中
）
と
あ
り
、
第

七
・
八
識
を
指
す
と
解
釈
す
る
。
『
海
東
疏
』
は
「
初
め
の
中
に
『
有
法
』
と
言
う
は
、
謂
わ
く
一
心
法
な
り
。
若
し
人
能
く
此
の
法
を
解
す
れ

ば
、
必
ず
広
大
の
信
根
を
起
こ
す
が
故
に
、
『
能
く
大
乗
の
信
根
を
起
こ
す
」
と
言
う
」
（
大
正
四
四
、
二
○
四
下
）
と
あ
り
、
一
心
（
衆
生
心
）

を
指
す
と
い
う
。
『
賢
首
義
記
』
は
「
『
有
法
」
と
は
、
総
じ
て
法
の
義
を
挙
ぐ
。
一
心
二
門
三
大
の
法
は
即
ち
所
説
の
法
体
な
り
」
（
大
正
四
四

二
四
八
下
）
と
あ
る
。
三
疏
の
解
釈
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
ど
れ
も
こ
れ
か
ら
論
じ
ら
れ
る
「
起
信
論
』
の
中
心
と
な
る
教
説
の
こ
と
で
あ
る
と

流
れ
に
な
る
命

（
媚
）
大
正
四
五
、

一､〃へ

4746
－〆、一

『
海
東
疏
」
で
は
「
信
根
の
相
は
題
名
に
説
く
が
如
し
」
（
大
正
四
四
、
二
○
四
下
）
と
あ
る
。
ま
た
『
賢
首
義
記
』
で
は
「
信
根
」
の
語
義

解
釈
の
後
に
「
上
来
の
大
乗
起
信
、
是
の
故
に
応
に
是
の
論
を
説
く
べ
し
。
題
目
此
れ
に
依
り
て
立
つ
」
（
大
正
四
四
、
二
四
八
下
）
と
あ
る
。

但
し
厳
密
に
は
、
正
定
聚
に
至
る
た
め
に
は
、
信
心
が
完
成
し
た
後
の
「
発
心
」
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が
説
か
れ
る
の
が
「
解
釈
分
」
中
の

「
分
別
発
趣
道
相
」
の
三
種
発
心
の
第
一
「
信
成
就
発
心
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
諸
仏
に
値
う
こ
と
を
得
て
親
承
供
養
し
、
信
心
を
修
行
す
。

一
万
劫
を
経
て
信
心
成
就
す
る
が
故
に
、
諸
仏
菩
薩
教
え
て
発
心
せ
し
め
。
…
：
是
く
の
如
く
信
心
成
就
し
て
発
心
を
得
る
者
、
正
定
聚
に
入
り
、

畢
寛
し
て
退
か
ず
、
如
来
種
中
に
住
し
て
正
因
と
相
応
す
と
名
づ
く
」
（
大
正
三
二
、
五
八
○
中
）
と
あ
る
。
こ
の
文
中
に
お
け
る
順
序
に
注
目

す
る
と
、
「
修
行
信
心
」
↓
「
信
心
成
就
」
↓
「
発
心
」
↓
「
正
定
聚
」
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
ま
た
『
賢
首
義
記
』
も
「
修
行
信
心
分
」
冒
頭

部
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
、
「
不
定
聚
の
人
に
二
有
り
。
一
に
は
信
を
修
す
る
こ
と
満
足
せ
ば
、
為
に
発
趣
道
相
を
説
き
て
正
定
に
入
ら
し
む
、

是
れ
前
の
勝
人
な
り
。
二
に
は
信
を
修
す
る
こ
と
未
だ
満
ぜ
ざ
れ
ば
、
是
れ
前
の
劣
人
に
し
て
、
即
ち
是
れ
此
の
文
の
所
為
な
り
」
（
大
正
四
四

二
八
一
下
）
と
あ
る
か
ら
、
信
を
修
行
し
て
信
が
満
足
し
、
そ
の
後
に
「
分
別
発
趣
道
相
」
に
説
か
れ
る
発
心
を
し
て
「
正
定
に
入
る
」
と
い
う

二
四
八
下
）

し
て
い
る
。

大
正
三
二
、
五
八
一
下
。

大
正
四
四
、
一
七
七
中
一

大
正
四
四
、
二
四
八
下
。

八
三
○
上

ヒ
ヒ
巾
声
ｒ
ｏ

－
一
ｒ
卜
一
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（
蛸
）

ヘ
ハ
い
〕
一

一
戸
〔
Ｊ
｝

ヘ
「
’
八
一

一
行
ヘ
リ
｝

（
兜
）

（
認
）

「
解
行
発
心
」
で
は
檀
波
羅
蜜
よ
り
般
若
波
羅
蜜
ま
で
の
六
波
羅
蜜
が
説
か
れ
て
い
る
（
大
正
三
二
、
五
八
一
上
）
・

こ
こ
で
少
し
興
味
深
い
の
は
、
「
起
信
論
」
の
根
幹
と
な
る
「
立
義
分
」
「
解
釈
分
」
「
修
行
信
心
分
」
の
三
章
の
次
第
の
意
味
を
述
べ
た
『
浄

影
疏
」
で
あ
る
。
「
浄
影
疏
」
は
三
章
の
次
第
の
意
図
に
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
と
し
、
一
つ
は
先
に
義
を
立
て
（
「
立
義
分
」
）
、
次
に
そ
れ
を
広

く
分
別
し
（
「
解
釈
分
」
）
、
さ
ら
に
修
行
を
説
く
（
「
修
行
信
心
分
」
）
と
い
う
の
が
「
説
法
の
次
第
」
だ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
す
が
、

そ
れ
に
続
い
て
第
二
の
考
え
方
と
し
て
「
二
に
は
説
法
の
所
為
な
り
。
三
根
を
以
て
の
故
に
、
故
に
三
段
有
り
。
謂
わ
く
上
中
下
な
り
。
上
根
を

以
て
の
故
に
、
立
義
分
を
説
く
。
中
根
の
為
の
故
に
、
解
釈
分
を
説
く
。
下
根
の
為
の
故
に
、
修
行
信
心
分
を
説
く
。
上
中
の
二
人
、
説
法
雨
る

べ
し
。
下
根
人
の
中
に
、
何
ぞ
広
説
せ
ざ
る
や
。
上
中
は
理
法
を
説
く
時
、
即
ち
悟
解
を
得
る
。
下
根
の
人
、
悟
解
を
得
ず
、
行
法
を
顕
示
し
、

修
行
を
勧
め
し
め
、
雨
り
て
乃
ち
得
入
す
。
行
劣
な
る
を
以
て
の
故
に
、
行
を
以
て
入
ら
し
む
。
故
に
広
説
せ
ざ
る
な
り
」
（
大
正
四
四
、
一
七

八
下
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
誰
の
為
に
説
い
て
い
る
の
か
と
い
う
「
説
法
の
所
為
」
を
挙
げ
、
対
象
と
す
る
機
根
の
相
違
を
問
題
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
立
義
分
」
は
上
根
人
、
「
解
釈
分
」
は
中
根
人
、
「
修
行
信
心
分
」
は
下
根
人
の
た
め
に
説
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
が
論
の
本
意
か
ど

う
か
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
し
て
も
、
「
修
行
信
心
分
」
は
十
信
の
修
行
を
説
く
の
に
対
し
て
、
「
解
釈
分
」
の
三
種
発
心
は
初
住
以
上
の
発

心
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
興
味
深
い
解
釈
で
あ
る
と
思
う
。

大
正
四
五
、
八
三
三
下
’
八
三
四
上
。

大
正
三
二
、
五
七
六
上
。

大
正
三
二
、
五
七
六
上
。

「
海
東
疏
』
は
「
「
云
何
随
順
』
と
言
う
は
、
是
れ
方
便
を
問
う
。
而
し
て
「
能
得
入
」
と
は
、
是
れ
正
観
を
問
う
」
（
大
正
四
四
、
二
○
七

下
）
と
あ
り
、
随
順
を
「
方
便
」
、
得
入
を
「
正
観
」
と
す
る
。
ま
た
「
賢
首
義
記
」
（
大
正
四
四
、
二
五
三
中
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
方
便
観
」

「
正
観
」
と
言
い
換
え
て
説
明
す
る
。

大
正
三
二
、
五
七
六
上

大
正
三
二
、
五
七
六
上

『
浄
影
疏
」
（
大
正
四
而

大
正
四
四
、
二
七
八
上

大
正
四
五
、
八
三
○
中
。

『
浄
影
疏
」
（
大
正
四
四
、

九
九
上
）
、
「
海
東
疏
」
（
大
正
四
四
、
一
二
九
中
下
）
。
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荒
牧
典
俊
［
二
○
○
○
］
「
北
朝
後
半
期
仏
教
思
想
史
序
説
」
（
荒
牧
典
俊
編
『
北
朝
階
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
法
蔵
館
、
一
三
’
八
五
頁
）
。

石
井
公
成
［
三
○
○
四
］
「
『
大
乗
起
信
論
」
の
成
立
ｌ
文
体
の
問
題
お
よ
び
『
法
集
経
」
と
の
類
似
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

〔
略
号
な
ら
び
に
引
用
・
参
考
文
献
｝

大
正
部
大
正
新
怖
大
蔵
経
（
大
蔵
出
版
）
。

卍
新
慕
記
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
（
国
書
刊
行
会
）
。

「
浄
影
疏
」
陪
慧
遠
撰
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
今
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
四
四
巻
所
収
）
・

「
海
東
疏
」
新
羅
元
暁
撰
「
大
乗
起
信
論
疏
』
弓
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
四
四
巻
所
収
）
・

「
賢
首
義
記
学
唐
法
蔵
撰
「
大
乗
起
信
論
義
記
」
今
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
第
四
四
巻
所
収
）
・

「
発
真
紗
号
宋
允
堪
撰
『
浄
心
誠
観
法
発
真
紗
」
弓
新
蟇
大
日
本
続
蔵
経
」
第
五
九
巻
所
収
）
（

※
他
の
第
一
次
資
料
を
略
記
す
る
場
合
の
正
式
名
称
は
本
稿
初
出
の
際
に
示
し
た
。

（
館
）
卍
新
纂
五
九
、
五
二
一
下
。

（
侭
）
佐
藤
［
一
九
八
七
］
は
「
こ
こ
に
問
題
と
す
る
道
宣
（
五
九
六
’
六
六
七
）
の
禅
観
思
想
も
、
こ
れ
ま
で
の
仏
教
徒
が
体
験
し
た
よ
う
に
、
形

式
的
な
戒
律
の
制
約
に
よ
っ
て
、
漸
修
漸
悟
し
て
、
阿
羅
漢
果
を
体
得
す
る
こ
と
を
究
極
の
目
的
と
し
た
小
乗
的
禅
観
を
超
克
し
た
の
で
あ
る
。

四
分
分
通
大
乗
の
戒
学
思
想
を
形
成
し
た
底
流
に
は
、
仏
教
の
核
心
的
な
も
の
を
直
観
的
・
神
秘
的
に
把
握
す
る
禅
観
に
対
す
る
情
熱
が
秘
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
道
宣
の
禅
観
も
一
応
は
従
前
の
小
乗
的
禅
観
を
修
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
大
乗
的
解
釈
を
与
え
て
、
空
観
を
基
盤
と
し
て

諸
法
実
相
や
悉
有
仏
性
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
禅
観
思
想
の
上
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
」
（
五
三
頁
）
と
あ
る
。

へへ

6160

上
）
と
あ
る

た
と
え
ば
「
起
信
論
」
「
立
義
分
」
で
は
「
大
乗
」
の
「
大
」

「
謂
わ
く
一
切
法
は
真
如
平
等
に
し
て
増
減
せ
ざ
る
が
故
な
り
」

す
る
箇
所
に
も
「
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
法
は
説
く
べ
か
ら
ず
、

大
正
三
二
、
五
八
○
下

の
義
を
体
大
・
相
大
・
用
大
の
三
大
で
説
明
す
る
が
、
そ
の
体
大
に
つ
い
て

（
大
正
三
二
、
五
七
五
下
）
と
い
う
。
ま
た
「
解
釈
分
」
中
の
心
真
如
を
説
明

念
ず
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
真
如
と
為
す
」
（
大
正
三
二
、
五
七
六
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宇
井
伯
寿

織
田
顕
祐

柏
木
弘
雄

鎌
田
茂
雄

佐
藤
達
玄

塩
入
法
道

竹
村
牧
男
［
一
九
八
五
］
「
大
乗
起
信
論
読
釈
』
（
山
喜
房
仏
書
林
）
。

Ｉ
［
一
九
八
七
］
弓
大
乗
起
信
論
」
の
信
に
つ
い
て
ｌ
信
解
大
乗
の
展
開
」
（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
論
集
「
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
春

秋
社
、
五
四
五
’
五
五
九
頁
）
。

Ｉ
［
一
九
九
○
］
「
地
論
宗
と
大
乗
起
信
論
」
（
平
川
彰
編
『
如
来
蔵
と
大
乗
起
信
論
」
春
秋
社
、
三
三
五
’
三
七
五
頁
）
。

塚
本
啓
祥
・
磯
田
煕
文
（
校
註
）
［
二
○
○
八
］
「
大
般
浬
藥
経
（
南
本
）
Ｉ
」
（
「
新
国
訳
大
蔵
経
』
浬
梁
部
１
、
大
蔵
出
版
）
・

平
川
彰
［
一
九
九
二
「
道
宣
の
法
華
経
観
」
（
平
川
彰
著
作
集
第
八
巻
「
日
本
仏
教
と
中
国
仏
教
』
春
秋
社
、
一
八
九
’
二
○
九
頁
）
。
初
出
は
坂

本
幸
男
編
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
」
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
二
）
・

藤
善
眞
澄
［
二
○
○
二
］
『
道
宣
伝
の
研
究
』
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
・

船
山
徹
［
三
○
○
五
］
「
聖
者
観
の
二
系
統
ｌ
六
朝
階
唐
仏
教
史
烏
臓
の
一
試
論
」
（
麥
谷
邦
夫
編
「
三
教
交
渉
論
叢
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、

三
七
三
’
四
○
八
頁
）
。

水
野
弘
元
［
一
九
八
四
］
「
五
十
二
位
等
の
菩
薩
階
位
説
」
書
仏
教
学
』
第
一
八
号
、
一
’
二
八
頁
）
。

村
中
祐
生
［
一
九
九
八
］
『
大
乗
の
修
観
形
成
史
研
究
」
（
山
喜
房
仏
書
林
）
。

高
崎
直
道

［
二
○
○
二
］

［
一
九
六
八
］

［
一
九
八
二

［
一
九
六
七
］

［
一
九
八
七
］

［
二
○
○
五
］

成
果
報
告
書
二
大
乗
起
信
論
」
と
法
蔵
教
学
の
実
証
的
研
究
」
［
研
究
代
表
者
・
井
上
克
人
］
一
’
四
○
頁
）
。

［
一
九
九
四
］
『
大
乗
起
信
論
」
（
岩
波
文
庫
）
。

弓
起
信
論
」
中
国
撰
述
説
否
定
論
」
言
南
都
仏
教
』
第
八
一
号
、
一
’
一
八
頁
）
。

「
起
信
論
に
お
け
る
信
成
就
発
心
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
六
巻
第
二
号
、
五
八
’
六
三
頁
）
。

『
大
乗
起
信
論
の
研
究
」
（
春
秋
社
）
・

「
妄
尽
還
源
観
の
思
想
史
的
意
義
」
（
「
南
都
仏
教
』
第
二
○
号
、
一
’
一
六
頁
）
。

「
道
宣
の
禅
観
思
想
」
（
野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
仏
教
史
仏
教
学
論
集
」
春
秋
社
、
五
三
’
七
一
頁
）
。

「
南
山
道
宣
と
禅
観
」
（
村
中
祐
生
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
大
乗
仏
教
思
想
の
研
究
」
山
喜
房
佛
書
林
、
一
七
七
’
一
九
二

頁
…

0
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